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拡

幼児まつりに参加したチビッコたち

用

四
回
幼
l日
ノし

ま

間三
くソ

九
月
二
十
七
日
、
町
民
運
動
場
で
第

四
同
幼
児
ま
つ
り
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

町
内
の
二
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
供

…
と
父
兄
あ
わ
せ
て
約
八
百
人
が
参
加
し

k

て
親
と
チ
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

開
会
式
の
あ
と
約
七
百
個
の
風
船
を

チ
ピ
ッ
子
た
ち
の
夢
を
の
せ
て
大
空
高

く
放
ち
ま
し
た
。

ヒ
ヨ
ゴ
や
ウ
サ
ギ
な
ど
の
小
動
物
コ

ー
ナ
ー
に
チ
ビ
ッ
子
た
ち
の
人
気
が
集

ま
り
、

h

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
と

と
も
に
動
物
に
さ
わ
っ
た
り
し
て
大
は

し
ゃ
ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
保
母
さ
ん
た
ち
に
よ
る
人
形

劇
「
白
雪
姫
」
や
「
お
お
き
い
む
い
も
」

「
こ
わ
い
か
か
し
と
か
わ
い
い
ス
ズ
メ
」

な
ど
の
ゲ
l
ム
な
ど
を
し
て
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
一
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
す
く
す
く

と
育
ち
大
き
く
は
ば
た
い
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

今思号の主主主内容

。町政をになう新議員の顔ぶれー 2~3

0議長に桜田氏、副は東氏・

0これからの開発事業計画.........4 ~ 5 

0老齢圃障害福祉年金を支給ー 一....5

0一歳ですコンニチハ(錨地順次くん)...6 

0涜腸と座薬…

。一宮長房日記抄(口清戦争)・・ 0 ー ..8

0 えひめ農林水産祭り 11 月 23~24 日 1ノ
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四極圏圏新議員の顔ぶれ…一一一

新
人
一
二
人
含
む
十
八
人

中
野
茂
明
①
S
・
8
・
2
・
日
②

長
浜
③
会
社
役
員
④
無
所
属
⑤
町

議
二
回
当
選
。
総
務
副
委
員
長
。

大
洲
食
品
衛
生
協
会
副
会
長
。
大

洲
交
通
安
全
協
会
副
会
長
。
町
観

光
協
会
理
事
。
長
浜
高
校
体
育
後

媛
会
長
。

城
戸
同
政
雄
①

s・
2
・
m
m

②
長
浜
③
会
社
役
員
④
無
所
属
⑤

町
議
四
回
当
選
。
議
長
一
回
。
副

議
長
一
回
。
総
務
委
員
長
。
産
業

建
設
委
員
長
。
都
議
長
会
長
。
区

長
会
事
務
局
長
。
町
観
光
協
会
監

事。
菊
地
儀
明
①
T
e
口・

1
・
口
②

豊
茂
③
農
業
④
無
所
属
⑤
町
議
一

凶
当
選
。
豊
茂
公
民
館
長
。
町
区

長
会
豊
茂
支
部
長
。
長
浜
青
果
農

協
理
事
。

堤
正
和
①

s
・
1
・
2
・
3
②
長

浜
③
会
社
員
④
無
所
属
⑤
町
議
五

凶
当
選
。
議
長
一
問
。
副
議
長
一

因
。
総
務
委
員
長
。
文
教
厚
生
委

員
長
。
町
商
一
凶
連
盟
理
事
。

①
は
生
年
月
日

②
は
住
所
③
は
職

業

④

は

党

派

⑤

は
経
歴

西
宮
正
幸
①
T
・ロ・

6-m②

長
浜
③
呉
服
商
④
無
所
属
⑤
町
議

四
回
当
選
。
副
議
長
一
回
。
産
業

建
設
委
員
長
。
町
商
工
会
理
事
。

町
広
料
品
組
合
長
。
町
商
庖
連
盟

理
事
。
長
浜
信
用
販
売
協
同
組
合

理
事
。菊

地
満
男
①
T
・口・

1
・
日
②

穂
積
③
農
業
④
無
所
属
⑤
町
議
五

回
当
選
。
議
長
二
同
。
総
務
、
産

業
建
設
委
員
長
。
地
域
開
発
事
業

特
別
委
員
長
。
議
員
会
長
。
監
査

委
員
。
町
土
地
開
発
公
社
副
理
事

長
。
町
土
地
改
良
医
理
事
。

日
高
照
友
①
S
・
M
・
6
・
日
②

長
浜
③
商
業
④
無
所
属
⑤
町
議
二

回
当
選
。
文
教
厚
生
副
委
員
長
。

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
。
町

商
工
会
副
会
長
。
町
観
光
協
会
理

事
。
町
料
飲
組
合
長
。
長
浜
町
小

中
P
T
A
連
合
会
長
。

津
田
龍
雄
①
S
・9・

7
・
日
②

八
7

坊
③
農
業
④
無
所
属
⑤
町
議
三

回
当
選
。
産
業
建
設
委
員
長
。
文

教
厚
生
副
委
員
長
。
町
士
地
改
良

区
理
事
。

任
期
満
了
に
伴
う
長
浜
町
議
会
議
員

選
挙
は
、
九
月
二
十
日
告
示
さ
れ
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
町
体
育
館
で
立
候

補
の
受
け
付
け
が
行
わ
れ
、
現
職
十
六

人
、
前
職
一
人
、
新
人
三
人
の
二
十
人

が
屈
出
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

今
回
か
h
h
v
同
選
挙
の
定
数
が
，
一
ト
人

か
ら
十
八
人
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
五
時
の
立
候
補
受
け
付
け
締
め

切
り
前
に
二
人
が
立
候
補
を
辞
退
し
た

た
め
、
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
町
議

選
が
無
投
票
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三

十
年
の
合
併
以
後
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

な
む
、
選
挙
時
登
録
の
有
権
者
数
は

九
千
三
百
三
十
八
人
(
男
四
千
三
百
十

人
、
友
五
千
一
-
十
八
人
)
で
し
た
。

中
里子

(
届
け
出
順
)

会
社
役
員
無
現

茂
明
白

法
義
言
文
こ
州
安
古
手
、

コ
コ
ロ

i
1世

b
l
v
『
事
刊
』
『

ι
i
『

t
b

新
し
い
議
会
構
成で

き
る

当
選
し
た
新
し
い
議
員
に
よ
る
初
議

会
、
長
浜
町
議
会
第
六
同
臨
時
会
が
十

月
九
日
町
体
育
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
正
、
副
議
長
や
常

任
お
よ
び
特
別
委
員
会
委
員
な
ど
議
会

人
事
の
構
成
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
上
程

さ
れ
た
瓦
つ
の
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権

擁
護
委
員
-
一
人
の
推
せ
ん
も
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
構
成
む
よ
び
可
決
さ
れ

た
こ
と
の
お
も
な
こ
と
は
次
の
通
り
。

城
一
戸
間
政
雄
日

菊

地

儀

明

白

堤

正

和

的

西

宮

正

幸

臼

菊

地

満

男

白

日

高

照

友

叫

津

田

龍

雄

日

久
井
貞
治
郎
臼

大

野

真

良

日

桜

田

和

夫

日

東

正

行

ω

田

中

定

幸

田

和

田

永

吉

弘

二

宮

義

徳

田

二

宮

英

二

日

久

保

義

章

印

出
中
堅
太
郎
泊

会
社
役
員

農

業

会

社

員

具

服

商

農

業

業

農

業

農

業

農

業

会
社
役
員

農 商農団
体
役
員

農同
体
役
員

商
后
経
営

農

業

無無;無無無無無無無無無無無無;無無無
新 新 現 現 現 現 現 現 現 現 現 現 現 現 現 新現

業業業

副
は
東
氏

長
浜
町
議
会
の
新
し
い
議
長
に
隊
田

和
夫
氏
(
柴
・
五
一
一
-
)
が
、
副
議
長
に

東
正
行
氏
(
黒
田
・
六

O
)
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

こ
の
人
事
は
、
議
員
の
任
期
満

f
に

よ
っ
て
自
然
退
職
と
な
っ
た
た
め
、
指

名
推
せ
ん
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
で

す。
ま
た
、
議
長
、
副
議
長
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
各
委
員
会
の
構
成
存
え

も
行
わ
れ
、
左
表
の
通
り
と
な
り
ま
し

た。
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久
斤
貞
治
郎
①

T
-
m
・
2
E
7

②
犬
越
③
農
業
④
無
所
属
⑤
町
議

三
回
当
選
。
副
議
長
一
同
。
文
教

厚
生
委
員
長
。
産
業
建
設
副
委
員

長
。
町
農
業
委
員
会
会
長
代
理
。

大
野
真
良
①
S
・日・

4
-
H
②

戒
川
③
農
業
④
無
所
属
一
⑤
町
議
二

回
当
選
。
産
業
建
設
副
委
員
長
。

町
土
地
改
良
灰
理
事
。

絞
田
和
夫
①

s
・6
・1
・口一②

柴
③
会
社
役
員
④
無
所
属
⑤
町
議

五
回
当
選
。
議
長
二
凶
。
文
教
厚

生
、
産
業
建
設
委
員
長
。
監
査
委
員
。

河
辺
川
ダ
ム
特
別
委
員
長
。
都
議

長
会
会
長
。
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
委
員
長
。
町
青
果
農
協
理
事
。

東
正
行
①
T
-
H
・4
・
口
②
黒

出
③
農
業
④
無
所
属
⑤
町
議
三
回

当
選
。
文
教
厚
生
委
員
長
。
総
務

副
委
員
長
。
産
業
建
設
副
委
員
長
。

町
森
林
組
合
理
事
。
町
土
地
改
良

区
理
事
。

田
中
定
幸
①
T
・日・

5
E
6
②

白
滝
③
農
業
④
無
所
属
⑤
町
議
二

凶
当
選
。
文
教
厚
生
委
員
長
。
町

土
地
改
良
区
理
事
。

和
田
、
永
土
口
①

s
・6
・
8
m②

出
海
③
同
体
役
員
也
無
所
属
⑤
一
町

議
一
一
一
凶
当
選
。
副
議
長
。
地
域
開

発
事
業
特
別
副
委
員
長
。
総
務
副

委
員
長
。
町
森
林
組
合
長
。
町
上

地
改
良
区
田
町
事
。
町
青
果
農
協
理

事。
一
一
宮
一
義
徳
①
T
・日・

1
・
m②

沖
浦
③
農
業
④
無
所
属
一
∞
一
町
議
六

回
勺
選
。
議
長
-
一
川
山
。
副
議
長
-

回
。
総
務
委
員
長
。
監
査
委
員
。

教
育
長
。
町
土
地
改
良
医
理
事
。

二
常
英
一
一
①
S
-
7
・
7
・
H
⑨一

沖
浦
③
団
体
役
員
④
無
所
属
⑤
一
町

議
三
凶
当
選
。
総
務
委
員
長
。
産

業
建
設
委
員
長
。
監
査
委
員
。
町

漁
業
協
同
組
合
長
に
町
土
地
開
発

公
社
理
事
。
長
浜
中
P
T
A
会
長
。

久
保
義
章
①
T
-
H
・

1
i③

白
滝
③
商
山
経
営
④
無
所
属
⑤
町

議
一
回
当
選
。
長
浜
地
反
労
議
長
。

白
滝
商
工
観
光
連
盟
理
事
。

田
中
堅
太
郎
①
S
-
お
・
ロ
・
引

②
櫛
生
③
農
業
④
無
所
属
⑤
町
議

一
回
当
選
。
町
果
樹
同
志
会
副
会

長
。
県
農
業
経
営
士
。

目義 長 1人 十妥同和夫

話Ij J義 長 1人 東正行

d義 t1 ムE 5人
。必I也11'市男 ~ 'f-'，"英二 城戸|同政雄 才笹山手日夫

三宮義ト，&i，

議会運営委員 8A 
。二広義徳津山龍推 二百英二久井貞治虫[5

城戸|品]政推由'~.;....; Ir_千幸守tJ地満開桜tH和夫

常 申告 お 6人一
。丙}.>;正幸 C) H r日i照友菊地{義明田中定幸

堤正手[[ 絞 J刊和夫
fE 

委 文教厚生 6A 
。久井貞治HI5 Cl大里子真良 久保義章

初日jァ'kf守土成μ悶 政 推 二E主義徳
民

ム五 !手業建設 6A 
。津田龍借 り<1'針茂日)[ rH <1'堅太郎

心J英二東正幸菊T也満男

地域開発事業
呂人 。城Ii"司政雄口問中定幸二_h訂;義英倍、: 久井貞子oms

持別委は 阿古i正幸 街 地 満71 住川和夫

ィロJ辺川ダム調査 6人
。:ドJ英 一 口菊地満:_g 城 μ岡政雄

対策持別委員 四百f正幸 :広義I!Cl {安fH和夫

望 主 査 委 民 l人 利[1[日7jく許f

大洲喜多衛生
2人 桜同 和 夫 佑 地 満 明

事務組合議員

八幡区浜fム・ z大市i室町h員川 2人 依田和夫東IEif
地付周組域合

町大長洲浜村幸町市E外喜台[議多凡J郡員か 1人 桜田和夫

It~ 人同省 7A 
大聖子真良淳行]龍雄二日英ム和[]回水吉

選 考 委 員 久井貞治郎 城戸[司政推 P'I宮正幸

都市計画 4A 二γ;* 手口出水古 城戸ゴI詞政推 直出止幸

リ亘Ijてをは長。委員長会長長 浜 町 議 会 構 成 表
人
権
擁
護
委
員
に

平
田
J
土
居
さ
ん

を
再
推
せ
ん

議
選
総
齢
欝
v

ん

長

浜

町

人

権

γ
一ι
繍

議

機

磯

田

擁

護

委

員

平

F
-
J
*叶
S
F
J
W

朝
川
二
J

盛
さ
ん
(

i

主
義

w

長
浜
)
と
土
居

f
L
F
'
孝
童
さ
ん
(
聖

子
一
一
グ
ル
ザ
櫨
加
は
、
十
月
十
五

議
滋
礎
封

H
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め

後
任
委
員
の
候
補
者
に
両
氏
を
再
推
せ

ん
、
議
会
の
意
見
を
求
め
た
結
果
、
万

場
一
致
で
両
氏
を
推
せ
ん
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

和
田
永
吉
氏

監
査
委
員
・
一
一
宮
義
徳
氏
は
、
議
員

の
任
期
満

f
に
伴
っ
て
自
然
混
戦
と
な

っ
た
の
で
、
後
任
の
監
査
委
員
に
和
凹

永
士
口
氏
(
出
海
・
五
四
)
を
選
任
、
議
会

の
同
意
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
万
場
一
致

で
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

喜
多
漁
港
改
修

請
負
契
約
の
変
更

昭
和
六
卜
年
度
喜
多
漁
港
地
域
改
善
対

策
改
修
工
事
(
分
割
一
)
は
、
四
千
八
百
四

十
(
一
万
円
で
西
山
興
産
と
変
更
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

オミ

ホ木

助
役
が
退
職

二
iH
町
政
の
女
房
役
と
し
て
二
年
六

か
月
間
補
佐
し
て
き
た
森
議
助
役
(
六
三
)

が
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
卜
月
十
日

を
も
っ
て
助
役
の
職
を
退
き
ま
し
た
。
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事置

長
浜
地
区
の
埋
立
V士
1旦

と成
港 事
湾 業
整
f荷

一一一一一一一一一一一一叩ーこれからの開発事業計直臨盟盟

先
月
号
ま
で
四
回
に
わ
た
り
第
二
次

開
発
事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
最
終
回
の
今
月
号
で
は
、
第
三

次
開
発
事
業
と
も
一
言
う
べ
き
「
長
浜
地

区
の
埋
立
造
成
事
業
計
画
」
と
、
「
長
浜

港
の
港
湾
整
備
事
業
計
画
」
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基
本
理
念
の

実
現
に
向
け
て

先
月
号
ま
で
は
、
第
二
次
開
発
事
業

の
経
過
や
概
要
、
ま
た
、
こ
の
事
業
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
本
町

の
将
来
を
展
望
す
る
と
き
、
今
坊
地
区

だ
け
の
事
業
を
も
っ
て
町
の
目
標
と
す

る
町
づ
く
り
が
完
成
す
る
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
町
。
つ
く
り
に
向

か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
一
汗
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
予
灘
に
面
す
る
急
峻
な
地
形
と
、

県
下
最
大
の
流
量
を
誇
る
肱
川
に
よ
り

形
成
さ
れ
て
い
る
私
達
の
町
は
、
古
く

か
ら
海
陸
交
通
の
要
衝
の
港
町
と
し
て
、

ま
た
、
関
西
有
数
の
木
材
集
散
地
と
し

て
賑
う
と
と
も
に
、
み
か
ん
、
し
い
た

け
、
タ
コ
、
エ
ピ
等
に
代
表
さ
れ
る
農

林
漁
業
と
、
小
さ
な
商
業
の
町
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
農
林
漁
業
に
依

軍湿盟彊量密密室軍彊盟密密盈E霊璽璽翠盤彊謹呈

存
し
て
き
た
産
業
形
態
も
、
我
が
国
経

済
の
高
度
成
長
、
特
に
都
市
中
心
に
発

展
し
て
来
ま
し
た
が
、
そ
の
ひ
ず
み
、

格
差
に
よ
っ
て
、
当
町
も
第
二
次
、
三

次
産
業
に
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

同
時
に
長
浜
町
の
将
来
を
展
望
し
た

と
き
、

A
7
凶
の
開
発
事
業
も
、
そ
れ
ら

の
点
を
補
完
す
る
意
味
に
わ
い
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

A
7
坊
地
医
の
理
一
江
一
造
成
工

事
だ
け
で
は
、
港
湾
の
整
備
は
い
さ
さ

か
も
進
み
ま
せ
ん
の
で
、
本
題
の
開
発

事
業
、
い
わ
ゆ
る
長
浜
地
区
の
理
立
造

成
工
事
と
今
後
の
港
湾
整
備
事
業
に
つ

い
て
の
考
え
方
や
計
画
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

埋
立

工 i用
地
、生

1旦

成

昭
和
七
十
年
こ
ろ
接
工

こ
の
長
浜
地
区
の
用
地
造
成
工
事
は
、

下
回
の
と
お
り
護
岸
工
事
と
ふ
頭
工
事

を
併
行
し
て
施
工
し
、
次
に
埋
立
工
事

と
附
帯
工
事
の
順
で
進
め
た
い
計
画
で

あ
り
ま
す
。

一
方
、
内
港
の
埋
止
工
事
は
、
現
在
県

が
施
行
中
の
小

型
船
だ
ま
り
が

完
成
し
、
同
時
に

漁
船
の
移
転
利

用
が
な
さ
れ
た

後
、
そ
の
締
め

切
り
と
物
揚
場

を
築
造
し
て
か

ら
着
工
す
る
計

画
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
予
定

工
期
は
、

A
7
坊

地
区
の
工
事
の

進
捗
状
況
等
の

推
移
に
よ
り
変

動
は
あ
り
ま
す

が
、
概
ね
昭
和

六
十
四
、
五
年

着
工
、
同
七
十

年
こ
ろ
竣
工
の

予
定
で
す
。

臨海部土地造成事業及び港湾整備構想図

港湾区域/' 

菌
種
と
用
途
区
分

計
画
面
積
は
約
四
十
二
万
平
方
れ
で
、

こ
れ
を
町
と
公
共
事
業
に
分
け
る
と
、

町
の
埋
立
面
積
が
一
一
十
七
万
平
方
灯
、

公
共
(
国
・
県
工
事
)
が
十
五
万
平
方

げ
で
あ
り
、
そ
の
用
途
区
分
は
、
工
業

用
地
六
万
平
方
灯
、
都
市
再
開
発
用
地

十
二
万
平
方
灯
、
港
湾
関
連
用
地
五
万

平
方
灯
、
公
共
問
地
四
万
平
方

υ、
ふ

頭
用
地
九
万
平
方
灯
、
緑
地
六
万
平
方

υを
予
定
し
て
む
り
ま
す
。

防

び
地

及
用

地
縮

用
整

能
境

機
環

有
舌

都
生

公
共
ふ
既
-
戸

地
一
一
位
ハ

一1

耕

一

一

i
L

叩

1
パ

λ
工

機

i

7

宇品

開

船
型

均
巳山事

業
費
は
百
十
億
円

総
事
業
費
は
約
百
十
億
円
で
、
こ
れ

は
主
と
し
て
町
の
用
地
造
成
事
業
の
費

用
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
別
途
公
共
事

業
費
の
百
億
円
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
推

則
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
こ
の
財
源
、
予
算
等
は
、
九

月
号
で
む
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

全
額
起
債
等
に
よ
り
、
特
別
会
計
で
対

応
す
る
計
画
で
す
。

市
街
地
整
備
な
ど

当
長
浜
地
区
の
用
地
造
成
は
、
市
街

地
整
備
、
公
共
施
設
整
備
、
生
活
環
境

施
設
整
備
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
将
来
の
海
洋
性
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
の
二

l
ズ
増
大
に
備
え
て
、

水
族
館
の
新
規
設
置
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ

1
ク
の
建
設
、
マ
リ

l
ナ
の
設
置
等

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
都
市
機
能
整
備
の
た
め

の
役
場
庁
舎
、
町
民
会
館
、
商
工
会
館
、

あ
る
い
は
生
活
環
境
整
備
の
た
め
の
分

譲
宅
地
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
や

資
料
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
、
総
合
運
動
公

園
や
下
水
道
終
末
処
理
場
、
各
種
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
等
を
有
機
的
に
配
置
し
て
、

狭
小
な
市
街
地
の
再
利
用
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
の
形
成
を
図
る
計
画
で
お
り
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
大
事
業
に
着
手
す

る
た
め
に
は
、
当
然
、

A
7
坊
地
区
の
造

成
工
事
と
同
様
、
企
業
誘
致
等
土
地
利

用
計
画
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
、

漁
業
補
償
、
埋
立
免
許
等
々
の
重
要
な

作
業
が
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん。

港
湾
整
備
事
業

の
概
要

こ
の
度
の
開
発
事
業
は
、
長
浜
港
の

整
備
と
直
接
関
係
し
、
か
っ
、
こ
れ
が

遊
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
な
ど
、
本

紙
七
月
、
九
月
号
で
若
干
述
べ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
港
湾
整
備
事
業
の
概
要

は
次
の
と
む
り
で
す
。

第
七
次
計
画
へ
組
み
入
れ

運
輸
省
の
港
湾
整
備
計
画
は
、
現
在



日

三塁湿盛密三亙盗豆亙函圏

出
じ
一
ハ
次
港
湾
整
備
五
か
年
計
踊
で
あ
り
、

今
年
度
は
そ
の
故
終
年
で
あ
的
ま
す
。

第
七
次
港
湾
整
備
五
か
午
計
画
は
、
昭

和
六
十
一
年
か
ら
六
卜
瓦
年
と
な
っ
て

お
り
主
す
が
、
長
浜
港
の
繋
備
は
大
間

模
で
あ
り
、
長
期
を
一
安
し
ま
す
の
で
、

ど
ペ
ノ
し
で
も
次
内
第
七
次
計
由
に
組
み

入
れ
て
頂
き
、
ム
口
せ
て
重
要
港
市
川
へ
の

昇
格
も
凶
、
県
へ
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

な
お
、
長
浜
港
の
整
備
計
凶
全
体
格

恕
は
前
ベ

l
ゾ
の
平
両
悶
の
と
お
り
で

L

子

←掴田園聖位包盤込ーー同ー一二2溢逸低三一ーー町一一一
ル;

開
園
、
県
工
事
と
し
て
施
工

長
浜
港
内
整
備
事
業
は
、
将
来
も
川
、

県
工
事
と
し
て
施
工
さ
れ
ま
す
の
で
町

の
み
で
ご
わ
を
建
設
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、

h
u
h
打
」
そ
の

見
通
し
と
し
て
⑦
昭
和
五
|
ん
年
度
か

ら
施
工
中
の
長
浜
沖
の
小
刷
工
船
だ
ま
り

が
昭
和
」
八
卜
四
年
か
六
十
五
年
に
完

γ

②
A
r
坊
地
区
の
岸
静
及
び
防
波
堤
が
昭

和
六
十
二
年
度
着
工
、
同
六
十
七
年
度

完
了
③
長
浜
地
ば
の
防
波
堤
、
ふ
頭
、

岸
砕
上
等
は
昭
和
六
十
四
、
五
年
匹
以
着
工
、

同
七
十
問
、
五
年
度
竣
工
の
長
期
構
想

で
、
出
河
在
会
お
検
討
中
で
す
。

七
万
卜
ン
鎮
の
大
型
船

入
港
が
可
能
に

総
事
業
費
は
、
約
-
一
百
七
十
倍
円
で
、

そ
心
内
①
小
型
船
三
ま
り
一
一
村
山
十
五
億

円
@
今
坊
地
区
岸
壁
等
約
三
十
八
億
円

⑨
一
人
/
坊
、
長
浜
地
区
前
面
の
防
波
堤
等

約
百
一
-
卜
一
一
億
円
④
長
浜
地
区
岸
竪
、

ふ
頭
等
五
十
五
億
円
の
予
定
で
す
。

な
わ
、
こ
の
総
事
業
費
の
内
町
負
担

金
ば
総
額
五
十
倍
円
で
あ
り
、
長
期
的

一 国払 十一一児童扶華手当制度が改正-==

い
一
対
応
す
心
と
片
品
い
え
、
大
変
な
一
徹
で

す。
ミ
ド
プ

I
L

こ

T
乙
L

コ
、
ヂ
一

1
-
コu
h
山
又
ハ
ノ

L
一

j
l
!
-
4

一
L

J

4

4

n

有
ノ
し

課
判
一
長
克
服
し
て
こ
そ
、
大
長
一
点
准
が

誕
生
し
、
仁
万
ト
級
大
型
外
航
船
の
入

港
が
吋
能
と
な
七
一
沢
で
ト
ヲ
。

今
後
共
、
園
、
県
と
の
連
昨
日
を
一
色
に

し
、
か
一
つ
、
町
は
周
到
合
計
画
に
よ
っ

て
こ
の
大
事
業
を
挽
進
し
、
名
実
共
に

港
町
、
大
長
浜
町
を
建
設
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

告
さ
ん
の
ご
理
解
、
↓
一
協
力
が
な
け

れ
ば
こ
の
開
発
事
業
を
完
成
さ
せ
る
三

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
告
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
恥
い
し
ご
、
こ
の
た
び
の

開
従
事
業
に
つ
い
て
の
、
ン
リ
ー
ス

り
斗
}
士
号
仁

国
民
年
金
の
受
給
額

七
億
三

百
万
円
に

サ
山
外
国
に
も
例
を
み
な
い
ス
ド
一
|
ト

ひ
高
齢
化
へ
の
道
を
渉
み
始
め
た
わ
が

国
の
社
会
。
本
町
で
は
、
六
十
歳
以
上

山
人
が
ゴ
一
千
四
十
八
人
(
八
円
末
現
在
」

子
全
人
口
の
二
五
%
を
占
め
と
い
ま
す
の

国
民
年
金
を
そ
け
る
人
も
年
々
増
え
、

昭
和
五
十
九
年
度
末
で
福
祉
年
金
一
一
保

険
川
全
納
め
な
い
で
受
け
て
い
る
午
会
)

と
合
わ
せ
、
三
給
者
は
一
千
四
百
二
十

三
人
と
な
り
、
受
給
総
叡
泣
七
億
三
千

川
百
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
保
険
料
は
約
二
千
八
百
人
が

年
間
一
億
九
千
江
百
万
円
軌
め
ま
し
た
。

年
金
制
度
大
改
革
を
自
前
に
し
て
同
民

の
期
待
と
関
心
は
大
い
に
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

( I! I~S和 60;'三 3 JJ:31 LJ現存)国民年金受給状況

191可430可 100円

2受車合!i);k 2，，123人

戦
没
者
の
遺
族
に

弔
慰
全

次
の
項

H
に
該
当
す
る
か
た
は
、
第

四
国
特
別
弔
慰
金
(
一
一
一
十
万
円
・
十
年

償
還
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
請
求
、
」

で
く
だ

3
い

j

⑮
第
-
一
川
ま
た
は
第
三
回
特
別
弔
慰

金
を
受
け
る
権
利
九
一
取
得
し
た
人
(
時

効
で
失
権
し
た
人
を
九
日
ト
ニ
で
、
昭
和

六
十
年
凶
月
一
円
に
む
い
て
同
一
山
戦

没
者
に
つ
き
、
遺
族
年
金
、
公
務
扶
問

料
な
ど
の
受
給
権
者
か
い
な
い
も
列

②
第
一
一
山
特
別
弔
慰
金
を
一
女
げ
る
権

利
を
取
得
し
た
人
で
、
そ
の
品
川
同
一
の

戦
没
者
に
つ
き
涜
校
年
金
、
公
務
扶
助

料
な
ど
の
受
給
権
者
が
ル
に
と
、
第
二
回

及
び
第
三
回
特
別
ゆ
慰
金
主
受
給
で
き

メ入 j 
仁JP I 

な
か
っ
た
が
、
六
十
年
間
月
一
日
滑
に
、

年
金
な
ど
の
受
給
権
を
有
す
る
人
が
す

べ
ぐ
失
権
し
、
六
十
年
四
は
一
日
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
年
金
な
ど
の
一
文
給
権
者

が
い
な
い
も
山
じ

⑮
五
十
四
年
凹
川
-
円
ま
で
に
弔
慰

金
の
受
給
権
合
取
得

L
ア
一
人
(
時
効
で

失
権

L
た
人
を
今
日
む
)
で
、

μ
十
川
年

四
月
一
-
口
か
ら
六
十
年
間
月
一
一
什
ま
で

に
凶
一
の
戦
没
者
に
つ
い
て
遺
族
年
金
、

今
務
扶
助
料
な
ど
の
受
給
権
を
右
す
る

人
が

4
べ
ど
失
権
し
、
六
十
年
四
円
一

日
に
お
い
て
こ
れ
ら
年
余
な
ど
の
受
給

催
者
グ
け
な
い
も
の
υ

骨
五
十
四
年
四
月
一
一
円
か
ら
い
ハ
寸
年

四

H
一一

u
ま
で
に
弔
慰
金
の
一
FX
給
権
を

取
惜
し
た
人

川
ぺ
十
小
平
四
月
一
日
に
お
い
て
、
日

児
童
扶
養
手
当

制
度
が
改
正

年
収
百
七
十
一
万
円未

満

三
万
三
千
円

離
婚
会
ど
に
よ
る
母
子
家
庭
に

支
給
さ
れ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当

制
反
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

改
正
の
、
土
な
内
山
民
げ
は
一
卜
表
の
通

り
で
寸
り

な
お
、
制
度
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
住
所
、

そ
何
他
状
況
が
支
わ
っ
た
と
き
は

れ
山
口
十
め
に
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ο

一
ん
い
戦
投
者
に
つ
け
て
遺
族
年
金
、
公

務
扶
助
料
伝
ど
の
一
受
給
権
者
が
い
な
い

も
の
。同

弔
慰
4
4
の
受
給
権
の
み
を
取
得
し

た
も
の
(

ら
一
式
-
の
転
鮎
遺
族

J
J
し
け
い
こ
と
は
役
場
住
民
課
へ
お
問

い
A
n
わ
せ
く
だ
主
い
υ

保
管
一
止
と

印
鑑
を
も
っ
て

毒
齢
・
障
害
福
祉
年
金

ト
千
円
卜
一
日
は
、
老
齢
福
祉
一
小
企
、

障
合
福
祉
年
令
を
受
け
取
る
日
で
す
。

国
民
年
金
証
書
保
管
証
と
印
鑑
を
も
っ

ど
役
場
ま
と
は
各
連
絡
所
♂
じ
年
金
証
ド
門

会
受
け
取
れ
/
、
証
書
記
入
の
局
で
お
受

け
取
り
く
芝
さ
け
。

改正後

I fJjX171h円未満 33，(11¥0円

|年収171万円以上JOI)Jj円未満

22可 000円

(年mUO()万円以上 支給なし
ただし、既認定者!こつけでは、

l 年間に限り 22ρ00円を支給

60年8月以降、7新規清求分力、

らI，¥l， (指定会融機関を通じと
I JrHw右、 l

1Jff n I 改正前

l llt411GI万円未満
子当月鋲 32，，00円
(母子 2 I年JjY361TJ以上

人世帯の| 支給なし

場合)
I
l
l
1寸
I
l
l
i
l
i
-
-口

一

窓

一

F
ム

ヰ
イ
J支

ト

郵便局

なわ、既認定:守については、

従来どおり郵便局

4 ・出・ 12月
11円支払なし

支払期月 I1・8・ 月
12月分は11JJ支払がnJ
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利

用

を

促

進

国
鉄
海
岸
回
り
鰻

九
月
号
最
大
の
関
心
事
は
、
国
鉄
問

題
で
し
た
。
再
建
監
理
委
員
会
の
答
申

が
実
施
さ
れ
ま
す
と
、
予
讃
本
線
は
内

山
線
に
移
行
し
、
将
来
、
海
岸
線
の
減

便
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
別
運
賃
の
導
入
、

さ
ら
に
路
線
の
廃
止
を
含
め
た
合
理
化

な
ど
営
利
追
求
の
企
業
論
理
が
厳
し
く

要
求
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
し

ょ
う
c

長
浜
町
発
展
の
最
大
阻
害
要
因

と
な
る
こ
と
は
必
至
で
し
ょ
う
。
本
来
、

都
市
中
心
の
私
鉄
企
業
と
公
共
性
の
極

め
て
高
い
国
鉄
と
を
同
一
視
し
て
、
経

営
形
態
の
規
模
を
比
較
す
る
こ
と
に
は

本
質
的
に
無
理
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

民
営
化
に
は
賛
意
を
表
し
て
も
、
分
割

に
は
余
り
に
も
一
長
一
短
が
多
く
、
賛

意
を
表
し
が
た
い
の
で
、
反
対
署
名
を

含
め
た
実
効
あ
る
対
策
を
関
係
町
が
一

体
と
な
り
推
進
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
ま
す
。

(
白
滝
・
上
田
正
・
九
歳
)

お
答
え
:
・
ご
指
摘
の
と
お
り
、
再
建

監
理
委
員
会
の
答
申
の
ま
ま
今
後
分
割

民
営
化
が
進
め
ら
れ
、
内
山
線
が
開
業

し
ま
す
と
、
現
在
の
予
讃
本
線
海
岸
回

り
は
、
減
便
、
合
理
化
、
さ
ら
に
路
線

廃
止
の
憂
き
目
を
見
る
の
で
は
な
い
か

と
犬
変
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
現
時
点
に
お
い
て
こ
の
分

割
民
営
化
を
阻
止
す
る
た
め
、
署
名
な

ど
の
反
対
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

先
般
の
県
議
会
で
も
質
問
が
あ
り
、

副
知
事
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
と

一 一一

し
で
も
同
様
に
、
こ
の
分
割
民
営
化
は

絶
対
反
対
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
国
鉄

利
用
を
促
進
し
、
新
会
社
発
足
時
に
現

路
線
を
い
か
に
し
て
継
承
、
存
続
し
て

項
け
る
か
に
総
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が

賢
明
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
o

さ
ら
に
強
力
に
、
園
、
県
、
新
会
社

等
へ
陳
情
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
国
鉄
存
続

の
問
題
に
つ
い
て
今
日
ま
で
歩
ん
で
き

た
経
過
と
対
応
、
町
の
方
針
な
ど
一
連

の
動
き
を
参
考
ま
で
に
述
べ
て
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
国
鉄
利
用
促
進
へ
の
ご
協

力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

過
去
半
世
紀
に
わ
た
り
、
住
民
の
足

と
し
て
私
達
の
生
活
を
支
え
て
き
た
海
岸

同
り
線
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
過
疎
化
に

一
層
拍
車
が
か
か
り
、
産
業
、
経
済
、

文
化
と
す
べ
て
の
面
で
多
大
な
支
障
を

き
た
す
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
当
町
で
は
国
鉄
の
経
営
形
態

や
規
模
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
も
、

公
共
性
の
高
い
大
量
輸
送
交
通
機
関
と

し
て
の
鉄
道
は
、
何
と
し
て
も
維
持
し

て
項
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
わ
り
、
九
月
号
の
本
欄

で
お
答
え
し
ま
し
た
よ
う
に
、
当
町
で

は
昭
和
五
十
一
立
年
関
係
沿
線
四
市
町
で

国
鉄
予
讃
本
線
対
策
協
議
会
を
結
成
、

一
立
十
八
年
に
は
国
鉄
現
路
線
維
持
存
続

総
決
起
大
会
の
開
催
、
署
名
運
動
の
展

開
、
利
用
パ
ン
フ
レ

y
ト
の
配
布
、
ま

た
一
立
十
九
年
に
は
沿
線
中
学
生
か
ら
ポ

ス
タ
ー
や
標
語
を
募
集
し
、
こ
れ
を
地

域
住
民
に
配
布
す
る
な
ど
、
そ
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

-
方
、
本
協
議
会
結
成
以
来
、
園
、

県
お
よ
び
国
鉄
な
ど
に
毎
年
陳
情
を
続

け
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
国
鉄
利
用

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
客
は
一
向
に

増
加
せ
ず
、
さ
ら
に
来
年
度
以
降
は
、

内
山
線
の
開
業
と
減
使
、
合
理
化
に
よ

っ
て
乗
降
客
の
減
少
も
予
想
さ
れ
、
海

岸
田
り
線
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て

い
く
も
の
と
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
再
建
監

理
委
員
会
の
等
申
が
な
さ
れ
た
訳
で
す

か
ら
、
今
後
、
海
岸
凶
り
線
を
存
続
し

て
い
く
こ
と
は
た
い
へ
ん
難
し
い
こ
と

で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
路
線
を
守
る

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
い
つ

も
利
用
し
て
頂
く
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
が
最
も
重
要
な
維
持
存
続
の

鍵
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
今
年
は
、
十
月
十
五
日
に

「
国
鉄
利
用
促
進
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
分
割

民
営
化
以
降
も
、
海
岸
凶
り
路
線
を
守

り
続
け
る
た
め
に
強
力
に
存
続
運
動
を

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
施
設
の
整
備

観
光
的
町
づ
く
り

す
ぐ
隣
町
で
は
秋
に
な
る
と
ぶ
ど
う

狩
り
、
な
し
狩
り
な
ど
の
行
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
長
浜
も
す
す
き
な
町
な

の
で
す
か
ら
、
過
疎
化
の
進
む
中
、
何

か
そ
れ
に
似
た
よ
う
な
観
光
的
な
町
守
つ

く
り
に
一
役
か
つ
て
項
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

(ム
7

坊
・
中
見
由
香
里
・

μ
歳
)

お
答
え
:
・
観
光
的
な
町

d

つ
く
り
で
一

番
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
特
性
、
そ
の

地
域
に
見
合
っ
た
も
の
、
そ
し
て
地
理

的
条
件
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
町
の

場
合
、
美
し
い
自
然
と
青
い
海
を
利
用

し
た
観
光
行
政
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
、
町
内
の
観
光
施
設
(
白

滝
公
園
、
住
吉
公
固
な
ど
)
の
整
備
と

あ
わ
せ
て
、
海
水
浴
場
施
設
の
新
設
、

キ
ャ
ン
プ
場
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
観
光
農
園
等
に
つ
い
て
詳
し

い
こ
と
は
農
協
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

余
剰
家
屋
を
充
用

住
宅
建
設
の
予
定

開
発
事
業
に
先
立
っ
て
か
、
大
洲
周

辺
で
は
市
営
住
宅
の
建
設
が
進
ん
で
い

る
よ
う
で
す
が
、
長
浜
町
内
で
は
住
宅

建
設
の
予
定
な
ど
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
今
坊
・
中
見
由
香
里
・
U
H

歳
)

お
答
え
:
開
発
事
業
に
関
連
し
た
住

宅
需
要
の
見
通
し
と
対
策
に
つ
い
て
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

現
在
把
揮
し
て
い
る
事
業
推
進
に
伴
う

人
口
動
態
で
は
、
用
地
造
成
な
ど
工
事

期
間
時
の
人
口
増
加
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
余
剰
家
屋
を
充
用
す
る
こ
と
で
対

応
で
き
る
も
の
と
み
て
む
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
に
つ
き
ま
し
で
は
、

民
間
の
住
宅
へ
の
投
資
状
況
等
も
考
慮

し
、
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
と
み
て
お

り
ま
す
が
、
開
発
事
業
の
推
進
に
住
宅

対
策
が
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
計
画
検

討
し
て
わ
り
ま
す
。
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一 一
建
築
は
届
出
て
か
ら

指
定
区
域
(
都
市
計
画
区
域
)
内

建
築
物
の
届
出

指
定
区
域
(
都
市
計
画
区
域
)
内
で

建
築
物
を
増
築
、
改
築
ま
た
は
移
転
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
床
面
積
の
合
計
が

十
平
方
灯
以
上
の
も
の
は
、
建
築
確
認

申
請
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
殊
建
築
物
の
用
途
を
変
更
す
る
場

合
、
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
れ
を
超

え
る
も
の
は
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

雪量藍墨一一一一一一家庭看護のABC。日曜当直医"一一一一…中措置

な
む
、
本
町
の
指
定
医
域
(
都
市
計

両
区
域
)
は
、
長
浜
、
仁
久
、
黒
田
、

沖
浦
、
晴
海
で
す
。

指
定
区
域
外
建
築
物
の
届
出

建
築
物
を
増
築
、
改
築
ま
た
は
移
転

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
床
面
積
の
合
計

が
十
一
平
方
灯
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

建
築
工
事
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

木
造
の
建
築
物
で
三
以
上
の
階
を
有

し
、
ま
た
は
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
引

を
超
え
る
も
の
、
お
よ
び
木
造
以
外
の

建
築
物
で
二
以
上
の
階
を
有
し
、
ま
た

は
延
面
積
が
二
百
平
方
れ
を
超
え
る
も

の
は
、
建
築
確
認
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

差
別
を
な
く
す
る
強
調
月
間

H
月
竹
田

l
M
月
刊
日

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
発
的
な

活
動
を
通
し
て
、
差
別
の
な
い
ふ
る

さ
と
愛
媛
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

度
く
ら
い
の
熱
さ
に
す
る
(
医
師
の
指

示
が
グ
リ
セ
リ
ン
涜
腸
三
十
∞
で
あ
れ

ば
、
グ
リ
セ
リ
ン
液
十
丘
町
に
渇
十
瓦

ω
を
加
え
る
)
0

@
腰
の
下
に
布
を
敷
き
、
体
の
左
側
を

下
に
し
て
横
向
き
に
寝
か
せ
る
。
紅
門

の
一
卜
に
は
ち
り
紙
か
お
む
つ
を
当
て
て

お
く
。

品
哩
涜
腸
器
に
グ
リ
セ
リ
ン
涜
腸
液
を
指

示
さ
れ
た
註
だ
け
吸
い
取
り
、
空
気
を

抜
い
て
か
ら
涜
腸
器
の
先
端
に
ワ
セ
リ

ン
を
塗
る
。

@
先
端
を
静
か
に
旺
門
に
人
れ
、
ゆ
っ

Tx小手L 由

人 11空語
宇責#。

三iの
年ー-

t 器
な

30 20 10 自
学手

;222量

座
薬
(
ざ
や
く
)

の
扱
い
方

涜
腸
は
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
で
用
い

ら
れ
ま
す
が
、
一
家
庭
で
行
う
流
時
は
便

秘
で
奔
し
い
と
き
に
排
便
を
促
す
た
め

に
用
い
ま
す
。
ま
た
、
座
薬
は
解
熱
や

鎮
痛
の
た
め
、
又
旺
聞
の
病
気
の
治
療

や
俳
便
を
促
す
と
き
に
使
い
ま
す
。
い

ず

れ

も

乱

用

し

た

り

欝

混

腸

と

座

薬

騒

日
守
山

h
f

使
う
と
き
は
砂
ず

の

指

示

に

よ

っ

て

使

塵

師

の

指

示

記

従

っ

て

用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

|
涜
腸
(
か
ん
ち
ょ
う
)

の
扱
い
方
|

一
般
に
、
グ
リ
セ
リ
ン
涜
腸
、
ま
た

は
手
軽
な
い
ち
じ
く
涜
腸
を
使
い
ま
す
。

@
グ
リ
セ
リ
ン
点
目
腸
は
、
グ
リ
セ
リ
ン

液
に
同
量
の
湯
を
加
え
、
摂
氏
三
十
八

事:ぜ10分聞の我樺?

成人の大腸の長さは約1.5メ

トル。ちょうど?マ クのような

形で腹内に納まっています。最先

端部(小腸との境い目)には虫垂

(盲腸)があり、最後の部分(正直

腸から』工門へとつながっています。

く
り
数
を
か
そ
え
る
く
ら
い
の
早
さ
で

液
を
注
入
す
る
。

窃
涜
腸
を
終
え
た
ら
、
液
が
出
て
こ
な

い
よ
う
に
ち
り
紙
を
旺
門
に
当
て
、
十

分
間
ほ
ど
押
さ
え
て
お
く
。
し
ば
ら
く

排
便
を
我
慢
さ
せ
な
い
と
、
涜
腸
の
効

果
は
な
い
。

⑧
排
便
の
準
備
を
す
る
。

@
山
川
薬
の
包
装
を
薬
の
太
い
ほ
う
か
ら

半
分
ほ
ど
む
く
。
包
装
部
分
を
指
で
じ

か
に
持
つ
と
、
体
温
で
柔
ら
か
く
な
っ

て
入
れ
に
く
い
。

@
腹
圧
を
高
め
な
い
よ
う
に
、
病
人
に

は
口
で
静
か
に
呼
吸
さ
せ
る
。

@
旺
門
を
指
で
聞
き
、
薬
を
ゆ
っ

く
り
挿
入
す
る
。

@
旺
門
に
ち
り
紙
な
ど
を
当
て
が

い
、
そ
の
ま
ま
て
、
三
分
押
さ
え

る。

時
薬
は
体
混
で
溶
け
る
の
で
、
主
一
温

が
上
昇
す
る
と
柔
か
く
な
り
、
使
用
時

に
挿
入
が
附
難
と
な
り
ま
す
。
家
庭
で

保
管
す
る
場
合
は
必
ず
冷
蔵
庫
に
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

4 

j完腸;夜を1工門に入れると、液は

7字型を逆にたと守って流れていき

ます。便秘をしているときは便が

硬くなっていることが多く、勢い

よく入れると使に当たって涜腸液

が戻ってきます。ゆっくり入れて

腸の中に液が染み込み、十分な刺

激を起こすために要する時間が約

10分。涜腸の後は、しばらく我慢

しないと効果がないことになりま

す。

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
ん
。

@
日
月
3
H

一
七
村
病
院
雷
⑫
0
2
7
5

①
日
月
4
日
清
水
医
院
宮
⑫
2
8
8
3

①
日
月
刊
日
米
川
医
院
宮
⑫
0
1
6
5

①
日
月
日
日
岡
田
医
院
宮
⑫
0
6
3
9

①
日
月
白
日
菊
地
医
院
宮
⑫
0
2
0
9

①
日
月
白
日
門
一
原
医
院
宮
⑫
0
2
0
2

一
長
成
と
「
臼
し
捧
迂
み
弘
y

-

4

臣
側
、

Z
I
J
a限
呈
日

①
日
月
7
日

町

体

育

館

午

後

1
時

1

2
時
対
象
は
昭
和
日
年
3
月
、
4

丹
、
5
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

①

日

月

ロ

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
1
時
却
分
満
二
歳
か
ら
満
四
歳
ま

で
の
幼
児
三
回
接
種
。
一
二
回
完
了
後
一

年
以
上
経
過
し
て
五
歳
半
ま
で
に
一
回

接
種
。

乳

児

健

診

H

e
H月
比

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1

2
時
対
象
は
昭
和
田
年
ロ
丹
、
昭
和

ω年
3
月、

6
月
生
ま
れ
の
チ
供
さ
ん
。

①

日

月

四

日

町

体

育

館

午

前

9
時

加
分

1
ロ
時
マ
出
海
公
民
館
午
後
1

時
加
分
1

2
時
叩
分
マ
ラ
イ
ジ
ン
グ
飯

田
長
浜
工
場
午
後
2
時
川
町
分
1
3
時

的
分
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f雀

園
児

十

i I 
ぉ豊
じ茂
ピ保
え萱
や月T
ぉ l
l工、

を大深もた目しはお紹集あも保
願きめた。をぐ孫ば介っきた育十
っく 、 き そ ほ さ の あ し て ん き 戸斤月
た育孫でのそやかさあそこ集で三
。った交あめ紹わんつれ十会敬日
こち流とて介いたたぞ人を老豊
とがをいいにいち。れが聞い茂

い
も
た
き
で
交
流

一一一

十
月
十
一
日
白
滝
公
民
館
で
老
人
学
級
を
開

催
。
保
健
婦
が
健
康
診
査
を
行
っ
た
あ
と
、
講

師
に
藤
井
嘉
友
さ
ん
を
迎
え
て
「
老
後
を
楽
し
く

過
ご
す
た
め
に
」
と
い
う
テ
1
7
で
講
演
を
し
て

も
ら
っ
た
。
約
三
十
人
の
む
年
寄
り
た
ち
は
「
毎

日
の

生
活

に
目

標
を

も
ち
、

生
き

カ
い

を
求
め
て
生
き
て

欲
し
い
」
と
い
う
話

に
耳
を
傾
け
た
。

ゴ口口口口口口口口口口口口口口口

老後を楽しく
~白滝老人学級~

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

可叫
j
f
刊
百
こ
ギ
入
冶
ド
E

告

r干
E

h

J

1

ー
お
ば
け
カ
ボ
チ
ャ
ー

一一一一
柴
の
上
満
幹
司
さ
ん
ら
が
ア
メ
リ
カ
産
の
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク

ス
と
い
う
大
き
な
カ

ボ
チ
ャ
を
作
っ
て
話

題
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
飼
料
用
の
も

の
で
一
個
卜
五
キ
ロ

匂
ほ
ど
あ
り
、
大
和

保
育
所
に
も
展
示
さ

れ
て
子
供
た
ち
は
あ

ま
り
の
大
き
さ
に
ピ

ッ
ク
リ
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

デ

l
に
飾
り
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。

u 
」与~ø

口

口

口

日

口

口
口

口
口

口

海
岸
回
り
を
守
ろ
う

ー
国
鉄
利
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー

口口口口口口口口口口口口口口口〔
えて Y パ基の鉄師聞図人のン
た維シネ調利のに論子が関ポ十
。 侍ヨル唾用役迎説英参係ジ月
与ンデ唾」害 I j え 委 雄 加 者 ウ 十
続を ィ ロ とと、員愛し約ム五
を開スゃい住「を媛て六」臼
訴 い カ ベ う民国講新、十が町

間体
か育
れ館
たてネ

大国
討吋主失
、手リ

長月j

浜イ足
、i隼

双を
海考
、え

f呆る
内シ

日

清

戦

争

日
清
戦
争
は
、
明
治
二

十
七
年
二
八
九
四
)
八

月
一

H
、
豊
島
沖
の
海
戦

で
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
た
。

同
年
六
月
七
日
、
日
清
両
国
相
互
に

朝
鮮
出
兵
を
通
告
す
る
と
い
う
慌
た

だ
し
い
中
に
、
松
山
の
第
二
十
二
連

隊
も
多
数
の
人
営
者
を
見
て
い
る
。

一
宮
日
記
に
は
出
征
兵
士
の
送
別
、

見
送
り
、
武
運
長
久
祈
願
の
記
事
が

見
え
る
。

明
治
二
十
七
年
六
月
十
四
日
当
夜

ハ
亀
田
君
非
常
召
集
ニ
付
松
山
兵
営

へ
出
役
の
令
書
到
達
、
ン
テ
不
日
出
発

ノ
筈
ナ
レ
パ
何
時
分
挟
モ
不
計
ト
テ

拙
宅
ニ
於
テ
(
酌
ヲ
催
ス
予
定
ア
リ

菊
地
君
久
保
有
モ
来
会
ア
リ
十
時
半

頃
迄
笑
談
ス

同
年
六
月
二
十
一
日
午
后
退
校
、

直
チ
ニ
亀
田
計
入
営
長
浜
迄
見
送
リ

ニ
住
ク
他
一
一
菊
地
君
久
保
計
モ
同
伴

先
ヅ
午
後
て
時
三
十
分
出
立
亀
同
氏

同
道
久
保
山
へ
到
ル
己
二
同
君
親
戚

隣
保
ノ
者
数
十
名
見
送
リ
ニ
出
ヅ

都
田
友
市
君
モ
来
ラ
レ
久
保
田
ニ
テ

見
送
人
へ
各
賓
セ
来
ル
酒
肴
ヲ
披
露

セ
ラ
レ
此
ヨ
リ
一
同
手
ヲ
拍
テ
送

別
ス
拙
者
等
友
人
間
人
ノ
他
ニ
笠

間
君
水
野
君
鎌
田
武
平
君
等
長
浜
迄

所
用
ヲ
兼
、
不
長
浜
迄
見
送
ラ
ル

増
田
徳
次
郎
君
ハ
下
須
戒
渡
場
迄

来
ラ
ル
長
浜
へ
ハ
午
後
六
時
着
(
中

略
)
拙
者
等
四
人
ハ
夜
食
シ
一
酒

宴
ヲ
開
キ
笑
談
愉
快
十
一
時
一
一

及
ピ
海
浜
散
歩
ニ
出
ヅ
夫
ヨ
リ
十

二
時
帰
宿
以
床
ニ
就
カ
ン
ト
ス
ル

ト
キ
汽
船
電
信
丸
入
港
直
チ
ニ
亀

ろ
う
田
支
度
ヲ
ナ
シ
テ
熔
船
淡
月
壕

瀧
タ
ル
中
二
別
レ
ヲ
告
ゲ
己
ニ
汽
船
ハ

黒
畑
ヲ
吐
キ
汽
笛
一
声
ト
共
一
一
一
一
一
津
ケ

浜
へ
向
テ
進
行
ス
余
等
三
人
暗
然
薪

々
ト
シ
テ
安
田
へ
帰
リ
以
床
ニ
入
リ
シ

モ
蒸
熱
ノ
為
メ
苦
痛
ノ
中
ニ
何
時
ト
モ

不
知
睡
眠
セ
リ
同
年
八
月
二
十
三
日

同
年
八
月
二
十
三
日
午
后
二
時
ヨ
リ

三
島
社
ニ
テ
日
清
戦
争
ニ
関
ス
ル
国
威

伸
張
ノ
祈
願
ヲ
併
セ
村
内
出
兵
ノ
者
己

ニ
渡
韓
セ
シ
モ
ノ
ノ
為
武
運
長
久
ノ
祈

願
ヲ
ナ
ス
筈
ニ
テ
此
会
へ
臨
場
ス
午

后
四
時
当
村
社
桐
菊
地
東
戸
氏
祭
典
ア

リ
出
兵
遺
族
者
ノ
参
拝
ア
リ
終
テ
村
社

出
前
へ
宴
席
ヲ
設
ケ
村
内
賛
成
者
来
会

ス
ル
者
百
六
十
名
ノ
席
ニ
着
ク
ヤ
発
起

人
総
代
都
田
友
市
若
ノ
演
舌
(
拙
者
代

理
)
開
会
ノ
主
旨
ヲ
陳
べ
終
テ
遺
族
へ

供
韻
祈
祷
ヲ
渡
シ
神
酒
披
露
ヲ
ナ
ス
:
-

同
年
十
一
月
二
十
七
日
亀
田
君
ヨ
リ

未
翰
再
募
ニ
応
シ
愈
咋
朝
出
発
、
清
国

へ
出
師
ス
ル
ノ
報
告
ア
リ
タ
リ

同
年
十
一
月
♂
一
十
一
日
旅
順
日
を
占

領
し
、
明
治
二
十
八
年
間
月
下
関
条
約

の
調
印
で
戦
争
は
終
り
を
つ
げ
た
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

久
保
七
郎
)
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表
彰

本
来

明
関
定
市
さ
ん

国
民
年
金
功
労

長
浜
一
二
区
の
明

関
定
市
主
人
(
六
一
)

1
写
真
U
H
は
、
凶

民
年
金
事
業
に
多

大
な
山
労
が
あ
っ

允
こ
と
に
よ

n
、
十
円
一
一
-
十
日
大
洲
市

ご
聞
か
れ
た
閏
民
年
金
委
員
地
区
別
研

修
大
会
の
席
L
L

、
正
木
馨
社
会
保
険
庁

長
官
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
戸
一
れ
ま
し
た
〈

富士

田
中
タ
ツ
エ
さ
ん

三3塁悪

震
良
母
親

楠
主
七

O
区
の

問
中
タ
ツ
エ
さ
ん

と一一一
γ
リ
写
真
H
U
は、

優
良
母
税
お
よ
び

母
子
福
祉
同
体
育

成
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
九

H
二
十
二
日
松
山
市
で
間
か
れ
た
昭
和

六
十
年
愛
媛
県
円

f
事
掃
福
祉
大
会
の

町
上
、
白
石
春
山
山
愛
時
間
小
い
刑
事
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

ぎ豆正豆盟国園周囲麗盟

徳
永
鹿
太
郎
さ
ん

老
人
福
祉
功
労

ド
頒
戒
九
七
区

や
の
徳
永
護
太
郎
さ

鰍
ん

1
写
真

1
(八四一一

時
は
、
老
人
福
祉
関

係
に
功
労
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
十
月
+
今
一
卜
二
一
日
松
山
市

比三一一一一一一一遭遇畠蝿L 三Z

月
、
問
か
れ
た
第
二
十
五
川
左
人
ア
ラ
ブ

大
会
の
市
と
、
内
有
春
樹
愛
媛
県
印
刷
事

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
c

下
坂
さ

り

一四
目人
体

県
社
会
福
祉
大
会

十
片
二
十
九
日
、
松
山
市
で
開
か
れ

た
第
三
十
一
一
一
川
愛
目
崎
県
社
会
福
祉
犬
会

P
次
山
方
々
が
表
彰
主
れ
ま
し
た
。

一
円
山
知
事
表
彰
}
マ
叶
一
不
一
極
紅
会
福
祉

事
業
施
設
従
事
者
行
川
俊
子
一
長
浜

保
育
所
)
一
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彦
一

マ
民
生
児
屯
委
員
功
労
下
坂
馬
太
郎

(
櫛
牛
一
)
マ
社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労

以
井
順
壬
(
乳
児
保
育
所
、
マ
仮
良
事

務
従
卒
者
河
内
厚
，

L
休
刊
氏
誠
一
一
県

共
同
募
金
会
長
表
彰
}
守
共
同
募
金
功

、V

判
永
啓
文
(
長
一
点
一
マ
比
一
川
募
金

功
労
地
区
団
体
長
一
山
町
仏
教
会

信
利
さ
ん

雷
良
公
民
館
職
員

黒
出
分
館
主
事

監
υ
J
の夜行川一利洋一ん(一一一五)

総
鱗
麟
〈
は
、
出
ー
九
八
ム
民
館

職
湾
入
時

T
し
て
八
月

二
十
八
日
河
辺
村

公
民
館
で
間
か
れ
た
昭
和
六
十
年
度
存

多
邸
公
民
館
連
結
協
議
会
の
市
上
、
竹

川
清
志
都
公
民
館
連
給
協
議
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

東池
上
昭
夫
課
長

戸
籍
事
務
に
功
績

住
民
課
の
池
上
回
た
深
長
(
E
一二は、

与
一
年
に
わ
た
り
戸
籍
事
務
に
功
績
が
あ

っ
た
↑
一
と
に
よ
り
、
卜
川
卜
六
日
東
京

都
て
聞
か
れ
た
見
一
二
十
八
川
全
国
連
合

μ
籍
事
務
協
議
会
総
会
の
席
上
、
川
雄

清
政
同
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た。馬
場
裕
弓
さ
ん
ら
七
人

私
の
ア
イ
デ
ア
同
貯
金
箱

私
の
ア
イ
一
ア
ア
貯
合
箱
コ
ン
ク
ー
ル

十
八
洲
地
民
審
査
が
九
月
二
卜
r
R
U
大
川

郵
何
ほ
で
開
か
れ
、
同
凶
地
方
展
出
口
間

作
口
山
」
l

五
点
が
選
は
れ

L

レ
か
し
た
。

本
町
か
ら
の
人
賞
者
は
次
の
通
り
。

一
小
学
校
低
学
年
の
部
一
馬
場
給
け
「
長

浜
)
鎌
出
萩
蔵
(
白
滝
)
{
小
学
校
高
学

年
の
部
]
同
村
龍
一
(
長
浜
)
加
藤
正

人
一
…
快
一
一
中
学
校
の
部
一
中
見
光
亀
、

遠
石
川
山
子
、
ウ
戸
川
勉

武
田
さ
ん
健
闘

鳥
取
国
体
夏
季
大
会

九
月
十
丘
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
山

日
間
、
鳥
取
県
米
子
市
在
中
心
に
開
か

れ
た
第
四
十
四
回
目
休
中
円
大
会
に
本
町

の
武
川
洋
恵
大
一
人
一
一
大
洲
一
品
)
が
カ
ヌ

1
・
少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
の
部
に

小
谷
さ
ん
と
出
場
し
、
決
勝
に
進
出
し

ま
し
た
。
成
績
法
次
の
通
り
。

一
上
川
円
}
②
武
川
。
小
山
口
己
分
担
秒
部

{
準
決
勝
}
小

2
ヘ
刀
日
れ
臼
{
決
勝
}

⑨
2
人
川
口
秒
日

第
二
回
西
田
杯
ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会

長
浜
一
チ

i
ム
が

V

ト
円
一
日
町
民
一
応
動
場
件
、
第
二
回
西

川
h
ヶ
ロ

y
ケ
!
大
会
が
間
か
れ
、
町

内
か
ら
一
一
十
五
チ
ー
ム
七
十
五
人
が
参

加
し
て
熱
戦
が
民
間
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

一
一
惜
時
一
長
浜
二
武
内
視
、
川
崎
勝
、

1

1

1

1

〈
〉

l

c

ハ
イ
テ
ク
技
術
展
宇
ど

え
ひ
め

林

水

産

祭

り

F
札
幌
県
と
県
下
七
十
市
町
村
で
は
、

九
極
団
体
の
協
力
を
畑
山
ご
、
生
爪
者
と

消
山
町
下
門
と
の
相
互
交
流
存
一
向
り
、
農
林

水
産
業
に
付
;
る
親
し
み
と
理
解
交
涼

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
一
-
回
「
え
ひ

め
農
林
水
産
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
り

今
年
山
主
な
行
事
は
、
山
一
小
ド
市
町
村

山
特
高
物
展
示
や
即
売
、
J
P
心
主
と
市
、

ハ
イ
一
γ

ク
技
術
展
、
伝
統
文
化
の
紹
介
、

子
ピ

y

コ
広
場
な
ど
二
卜
凹
の
イ
ベ
ン

ト
在
引
幽
し
て
い
ま
1
9
u

ぜ
ひ
、
ご
来

馬
く
だ
さ
い
。

一
開
催
日
一
昭
和
制
年
日
月
白
日
凶
、

白
日
回

一
開
催
場
所
一
愛
媛
県
民
館
と
そ
の
周

辺
、
必
山
市
大
街
道

一
主
な
行
事
}
①
県
川
入
館
と
そ
の
周
辺

:
守
ふ
る
さ
と
物
産
凶
慌
て
ん
心
主
と
待

産
品
展
、
農
林
産
物
の
ピ
ッ
ク
リ
民
、

新
し
い
花
の
紹
介
、
高
齢
者
創
作
品
の

沼
介
展
示
)
マ
パ
ノ
ラ
マ
展
(
農
林
氷

洋
物
に
よ
る
宝
船
)
マ
投
前

-
γ

イ
デ

ア
展
一
一
ハ
イ
テ
ク
ノ
什
ン

l
に
附
す
る

技
術
展
、
農
高
宅
吐
い
寸
に
よ
る
れ
術
、
ア

イ
デ
ア
展
)
マ
水
産
展
(
マ
リ
ノ
ベ

l

シ
ヨ
ン
構
想
、
本
県
の
、
王
要
漁
法
、
本

県
の
養
殖
業
、
魚
食
也
月
比
悦
ゴ
一

i
ナ
i
)

で
ふ
る
さ
と
感
謝
の
広
潟
一
併
っ
き
と

一
二
位
}
大
和
子
一
一
/
川
井
品

目
、
仲
介
オ
サ
ノ
、
糸
井
ト
シ
子
)
一
一
三
一

伎
一
大
和
一
(
水
木
満
良
、
山
本
勉
、

中
川
武
夫
)

〈
〉

餅
ま
キ
一
、
川
土
芸
能
)
マ
ふ
る
さ
と
市

コ
ー
ナ
ー
一
ふ
る
さ
と
自
慢
料
理
と
コ

ン
ク
ー
ル
、
地
域
特
産
物
の
即
売
、
花

丹
、
花
木
の
即
売
、
園
芸
教
室
)
マ
協

賛
民
r

セ
什
同
誌
民
団
体
の
展
示
、
即
だ
、

ふ
λ
こ
円
一
と
宗
一
括
)

rpL八
仏
近
;
マ
ふ
る
さ
と
感
謝
川
広

場
(
綱
引
き
大
会
、
俵
か
つ
ぎ
大
会
)

マ
チ
ピ

y

コ
広
場
(
一
家
主
同
と
f
T
供
の
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
家
畜
の
体
重
あ
て

ク
イ
ズ
、
来
物
皮
む
ぎ
大
会
、
組

f
の

玩
凡
(
下
丁
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
、
丸
川
遊
び

コ
ー
ナ
ー
-
〉
協
賛
展
(
布
行
問
団
団
体
の

展
一
川
、
川
川
t
I
)

問
え
ひ
め
工
業
技
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

先
端
技
術
機
器
の

展
示
な
ど

山
川
ひ
は
一
位
業
界
の
技
術
開
九
九
の
育
成

向
上
、
県
討
の
技
術
に
対
十
一
合
意
識
の

品
川
判
発
キ
一
判
る
た
め
、
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
「
加
え
ひ
め
工
業
技
術
フ
工
ス

テ
ィ
パ
ル
」
を
開
催
「
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

{
会
期
一
昭
和
的
年
日
月

2
1
か
ら

4

日
午
前
刊
時
か
ら
午
後
円
時
ま
で

一
会
場
F

八
幡
洪
工
業
高
等
学
較
休
青

館
(
八
幡
浜
市
山
町
一
一
丁

μ
三
i
二

{
催
し
内
容
}

O
先
端
投
術
機
器
等
の

展
示
、
日
正
司
演
「
ロ
ホ

y
ト
、
映
像
シ
ス

テ
ム
、

I
C
4
レ
ク
ト
ロ
三
一
円
ノ
ス
、
ト
し
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(高岸本印刷

ゑ
務
移
マ

長
選
露

ゑ
像
写
，

りい柑
f
rぃi

ン
サ

l
、
新
素
材
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
)

O
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
関
連
機
器
等

の
展
示
、
ふ
丈
演
。
地
場
産
業
製
品
の
展

示
。
工
業
古
川
院
生
徒
発
明
創
作
品
の
展

ぷ
、
児
童
生
徒
発
明
工
夫
展
O
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ゲ

i
ム
コ
ー
ナ
ー

{
特
別
技
術
相
談
}
日
月
2
目
、
4
日

一
特
別
諮
演
一
日
月
3
日
午
後
2
時
か

ら
4
時
「
ハ
イ
一
ア
ク
と
明
日
の
中
小
企

業
」
日
本
経
済
新
聞
社
管
谷
定
彦
産

業
第
三
部
長

一
入
場
料
一
無
料

{
間
合
せ
先
}
愛
媛
県
商
仁
労
働
部
経

営
指
導
課
(
宮

0
8
9
9

判

2

1

1
1
・
内
線
3
2
4
0
1
3
2
4
3
)

日市1160:q'.11月1日発行(毎月 l日発行)

l件口

婚
}円長浜町(1:周回出分f紋称略)

昭和60年11月号

日
月
の
ト
y
プ
は

森田郁一一叶
e

典

f
さ
ん
の
カ
y

フ
ル

百l区住
j竜皇所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

森

川

郁

司

坂
石
組
(
/
丁

(
二
四
)

(
二
七
)

広報なかはま

¥

今

坊

/
伊
予
市

¥
上
老
松

戸
大
洲
市

八{中高坂
本[Ij垣本

洋治和年
了二恵、秋

jし7三一五

「二丈一…ー~一…←~~~~ー~~~小山守櫛育櫛上長沖 黒;長

- .._ ダイヤル116番 j 老 柴六¥.-;;¥&" ' .. ，.-- (生島生松浜浦 田浜
t 除越し果、持苦 言電話(j)新 設 、 移 転 、 電 話 機 の }

1 て同ア名霊~~ご注文、電話料金等のむ|日j い合 1 梶山大村上世清出飛
; 麟 ::J~ナ4 わせ番号が各箆阪電話局で異づ{村本野与田イ千本土

~.戸、

;でむり、お客さまが利用しにくい状態を解消する}公久和1542」タ叶正
jため、全国共通の 116番(着信無料)に統 さ 1瑛代平ヱ代航ル夫雄

fれました。 10月 1日から実施しています。なお、

イ他局からおかけになる場合は、 089352-0000酢へ

jわかけくださし迫。

NTT伊 下間関電話同日竺一……J
社犀
之ふ 十円
五 J長

信持
塑泊

充度入
実 の し
をて

(
四
八
)

(八

O
)

(
八
四
)

(
O

〉

(
七
七
)

(七一一一

(八七)一

(
八
七
)

(
七
ご

人 I1

男(人) 女/人ノ 言l 世(管戸)

仁久 150 1 146 1 296 110 

主毛 主毛 1 ，482 1 1，729 1 3 ，211 1 1，104 

青島 42 52 1 94 1 54 

票1 田 195209 1 404 1 121 

t中 j甫 614 1 688 1 1，302 1 380 

今土方 329 l 365 I 694 I 190 

| 
干2J巨貰11 E 生一一 396 I 486 1 882 1 274 

ィ尺 92 1 98 I 190 I 53 

4毎 380 I 41 :可バ90 259 
FZ頁惑乙 コ199 I 516 I 1，IH5 I 288 

主密 干責 67 1 7 39 

上老松 149 172 I 321 I 92 

豊茂 396 I ，116 812 235 

白 j竜 452 I 5521，004 I 352 

7己主 )11 I 159 I 151 1 310 1 92 

大越 36 I 23 I 59 I 17 

当与 344 I 345 I 689 I 202 

合計 5，782 I 6，46212，244 I 3，862 

60年 10月 1日現在)地域別人口 e 世帯数 IS
一
監
再
開
保
齢

全
面
加
入
促
進
月
間

日
月
I
E
j
羽
田

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

人間は欲望がないと生きら

れなし~:) (i';r: ~tl~ によコ亡生きて

いるとい J どもよ L、「食欲の

手火といラァうご、 スホーソの引く、

収穫の秋とい.，ど，'1':動や労働

で腹が'JEく7う〉らての結束とし

て食欲が増進;されるに f戸し

それも度 f〆J@ ぎ、ると~~~fi-7うす〆き

いム昌二の小噺に久し振りに農

家の友人宅を訪門したら出来

秋のふかし立てのさつまいも

をlけ山11盛り出しでくれた O うま

いのでで、H腹隻

今f度主土は作り立てのお萩餅が皿

に 村にして出てきた。しま

JつJ戸たこ、いもを食うのじゃなか

ったと十艮めしそうにお幸夫書井を

叫 みつけたという A 欲張りは

悪印として人に忌 み嫌われる

が宇;米は悪ではない。生きる

ための車e女ナの1i1!ifl直てミある。 そ

の {ì~K に限度があることをわき

まえず、に lo}'¥授を越えと豆、っと

とき[こ卜，J/ 人とか行た']1，ミりとしミ

ってけなされる二とになイ)

性欲 、 叫I1民欲から予:の泳、地

{立欲、 名誉、 j' /丈ご!原京f'明型は

!同司じでで、よJあF丸〕 るυ う分r汁i、口町I，i，ン、:はよ Jど:(ぱ孟とど
、

7がうドず →番よ'.い、J山)どP、あ心ムイれ(言玄主

刊吠"什併!日肝i仔子の平均E貯宇蓄額は 686:万万F'J 

だそうだ。これくらいf貫Tfめる

のは恋悪t徳でで、なく美徳徳、の方だc

もつと買字めてもよいのだがな

か F会ま 7かう小、E宇まらないのが人間宇社上

会の妙味ある摂E理界史一か。

下長仁櫛沖俗'j~'中イ二出櫛長須下住
5頁 主夏
I1交以久生ィ出生浦久海生浜沢戒戸斤

9 
月
届
出
手子

敬
長二長長長長長~~長長長長続称
男女女女男女男男:女男女女女柄略

ひ j椅
康 ろ 友 誠 里 裕 恵美児
平有み見一子航樹歩翼歩理乃名

干1Iむ柳 l(守白日世藤酒西松演佐
81出生出右中/原城内岡田々

{竹町土 木
づ/、月:長117:( rl 寸〈 干Ij H召日券
{中古芳郎 fを fil5寛宏匡誠夫徳修

お
く
や
み

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

白

滝

大

塚

春

蔵

(

八

O
)

ぷ
サ
K
小刀
K
ザ
ル
年

uhfμ
す
ル
ぷ
川
ー
ぶ
り

ltリ
μ
ぷ
マ
ド
才
h
ぷ
刀
K
小町刀

k
l
kダ

今
年
は
天
候
に
い
自
己
ま
れ
、
稲
作
も
み

か
人
も
一
大
豊
作
と
の
こ
と
、
農
家
に
と

っ
て
は
た
い
へ
ん
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、

価
格
の
ほ
う
も
安
定
し
て
欲
し
い
も
の

で
す
。十

月
一
日
に
は
国
勢
調
査
も
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
年
々
減
少
し
て
い
る
本
町

の
人
口
で
す
。
交
付
税
も
影
響
会
受
け

て
財
政
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
る
一
方

で
す
。
行
政
改
革
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
い
意
味
で
浪
費
を
な
く
し
、
こ

の
昨
し
い
時
則
合
公
民
で
乗
り
越
え
て

い
託
た
い
も
の
で
す

J

そ
の
た
め
に
は

我
々
は

ι
hろ
ん
の
こ
と
、
皆
さ
ん
も

臼
分
た
ち
の
で
き
心
二
と
は
自
ら
住
み

上
い
町
〉
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て

欲
し
い
と
思
い
玄
寸
。
皆
さ
ん
の
地
域

で
ホ

y
ト
な
話
題
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

広
報
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
二
台
)


